
事 例 編

田 分団登下校時の上級生によるいじめ

小学校  被害児童 2年 生A男 加害児童 6年 生B男 、C男

1 問題行動の概要

A男 は明るく元気のよい子であり、 公風工登正成立ゑとこ漱列ぬゑ

そのため、上級生は言葉で注意 していたが、

聞き入れないことが多く、手で引っ張って列に引きもどしていた。それ

でもはみ出しが続いたために、上級生は分団旗で尻をたたいたり、手で

小突くようになった。やがて上級生のB男 やC男 が頭をつついたり、尻

を蹴ったりするなどのいじめが始まった。 1か 月余 りたって母親の連絡

によりいじめが判明した。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  A男 はわんばくで元気が良く、自分勝手なところが多く見

られる。両親は学校に対して協力lllである。

加害児童  B男 は繊細な心を持ち、些細なことを気にする面がある。

勝ち負けにこだわるところがあり、姉に対 してもライバル意

識が強い。学校では、交友関係は広く、学級でも問題はない。

両親は、大変教育熱心で、学校に対 しても協力的である。

加害児童  C男 はおとなしく目立たない子である。両親は、 「いじめ

られることはあっても、いじめるような子ではない。Jと 思

っていた。

3 事実の把握

ある日、被害児童の母親から学級担任へ、 「どうも分団でいじめられ

ているようなので調べてはしい。」との連絡を受けた。 

―
人轟ζ壺週量翼xす ぐ担任が本人や同じ分団の児童から事実確認をした。

加害児童が明らかになり、いじめが半1明したところで、生徒指導主事へ

報告をした。報告を受けた生徒指導主事は校長、教頭に報告するととも

に、 
※
奴農児童Q裳 級担二ヽ表震掟諷嵐=乙 ムゑ追丞ゑた∝指示を受け

た担任が事実を確認 したところ、本人は「少し行き過ぎた行動があった。」

ことを認めたが、いじめているという認識はなかった。

4 問題行動の状況

分団登下校時、A男 は道路脇の草花を摘んだり石蹴りをするなどして

夕1からはみ出すことが度々あり、上級生から注意を受けていた。しかし、

その都度注意されても相変わらずはみ出しが続いたため、上級生を含め

たB男 やC男 の注意は次第にきつくなり、やがてA男 に対 して頭を軽く

小突いたり、分団旗で尻をたたくなど手を出して注意するようになった。

このような状況が続く中で、はみ出していない時でも、 「TVゲ ーム

の真似だ。」と言っては首をネコのように掴まえたり、腹を膝で蹴るな

ど、度を超 した一方的な強要行為になり、いじめに発展 した。その間、
巌

※分団登下校においてもい

じめに発展するl.l題行動が

起こり得るという認論をも

っていたい。

X家庭から連絡がある時は

よほどのことがあると言う

認識に立つことが大切であ

る。

X加害児童、被害児童双方

の事情を聞いて事実を確実

に把握すること。

X児童の表情のみからいし

めを判断することは危険て

-37-



…これに対して、分団長は彼なりにA男 を注意をしたり、列へ引きもど

したり、B男 やC男 に注意をしたりしていた。それでも行為が続いたた

め、自分の側へ並ぶ位置を替えるなど努力していた。6月 中旬のある日、

分団下校しているA男 の様子を偶然通りかかった母親が見て、その行為

に驚き、 「いじめられているのではないか。Jと 母親が学級担任へ連絡

してきた。

5 指導と措置

A男 の学級担任から連絡を受けた生徒指導主事は、すぐ加害児童の担

任に連絡、詳細について調査を指示するとともに校長 教頭に連絡した。
業

①被害児童、加害児童への指導 ②分団への指導～当該分団の6年生、

分団長会、分団会 ③学級への指導～当該学級、学年集会、全校集会

④保護者への協力依頼～校報、PTA役 員会

(1)被害者、加害者への指導

両者の思いを十分聞き出し、加害児童には
豪
よ瀬uし生しェ■毅贖uほ

さらに、 
楽
互l・l‐楽ル^く,団 登工

…(2)分団会への指導

当該分団長や他の6年 生児童に対 して、分団長会、分団会の場でr311

員で共通理解 した点について各担当教諭より指導 した。その後、定期

的に実施 している休み時間を活用した 「,心のふれあい活動Jの 場で以

下のことを指導してきた。
来

縣

上級生の下級生に対する接し方を指導すること

さらに、今後の工夫 改善点として以下のことを考えている。

下級生の分団への帰属意識の高揚を図ること

心のふれあいをより深めるために、縦割り集団活動の位置付けを見

直すこと

(3)※靱

校長、教頭、生徒指導主事がリーダーシップをとり、職員会、事例

研修会、情報交流会の場で、いじめのF・5題について研修し、指導の在

り方について共通理解を図った。 
楽
そ搬遣生ぬ上全力敷貝がそれこれ

-
6 指導上の留意点

(1)全校態勢で取り組むいじめの問題

いじめの問題は学校教育の根幹を揺るがすものであることを認識 し、被害児童、加

害児童の人権を十分踏まえた上で、校長の指導の下に、 「いじめJを 絶対に許さない、

「いじめ」を見逃さないという決意をもって全校態勢で取り組まねばならない。

(2)分団登下校の実態を把握 し、好ましい人間関係へ高める指導の工夫

分団登下校においても、いじめの問題は起こり得る。これは上級生の下級生への接

し方の問題、人間関係の稀薄さ、下級生の甘えなどが原因で発生することが多いので、

好ましい人間関係を作り上げるために指導の工夫 改善をしていかなければならない。
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ある.

Xtのようにいしめを局所

的にとらえず、全校のl・l題

として考えようとする姿勢

が解決を早めた。

Xもの問題、人間としての

あり方に]を向|,、個省き

せることが必要である。

Xこれからどうするか具体

的な行動について考えさせ

た|。

※tのような0のふれあい

活動を意園的に仕糧むこと

が早期解決につなが,たと

考えられる。

X腋務員、調理貝、事務起

当堵にも脩熙を得られるよ

う依頼してお〈。



回 教師の目が属かないとこうで繰り返されるいじめ

小学校  被害児童 3年 生A男 加害児童 5 6年 生B男 、C男

1 問題行動の概要

A男 は、一人っ子でおとなしい子である。分団登校の集合場所でB男

とC男 がA男 に石を投げつけたり、分団旗でつついたりすることが続い

た。 
米

晟 し、B男 とC男 に指導をした。その後 しばらくは止まっていたいやが

らせが再び始まり、今度は隠れて石をぶつけたり、周囲にわからないよ

うにつついたりし始めた。 分風Ω鼻鳳2工 二気か2搬 Kい たか、誰ニ

ー
1か月ほどたったとき、近所の母親から生徒指導主事へ連絡が入り、

事実関係を調査、指導に当たった。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  A男 は学習が遅れがちである。 
※
朗五 く_ひ婁_,さん緬

責あり、_学肛 の交期 係はよ上、α母親が病弱であるため、

加害児童  C男 は無口で、行動に活気がない。友達も少なく、やや

孤立気味である。仲間ができるとすぐについて回り、軽は

ずみな行動をするなど優柔不断な面を持つ。

3 事実の把握

毎月 1回全校児童を対象に実施 している
※

轟 その時点で指導はしたものの、その後のいじめが陰で隠れて行わ

れたこと、周囲の友達が誰も知らせなかったこと、教師の見届けが不十分

だったことなどから再発を防止することができなかった。結局、近所の母

親が生徒指導主事へ連絡したことからいじめの事実が明らかになった。

4 問題行動の状況

A男 が所属する分団は13名である。 6年 生は男子が3名 で、そのうち

2名 が分団長、副分団長をやっている。分団は6年 生の思い通りになる

ところがあり、日頃から、6年 生にややわがままな行動が見られる分団

であった。それに対 して学校は、 X

に分 Fn担当教師や十徒指導主事が洋青を していた.

一方、A男 はおとなしい子で、ひょうきんな面もあり、上級生や下級

生と仲良く通学していた。しかし、3年 生になった4月下旬から分団登

校の集合場所でB男 とC男 がA男 に対して後ろから目隠しをしたり、一

人が目隠しをして他の一人がくすぐったりするなどのいやがらせを始め

た。このようないたずらが続くうち、やがてA男 をかすめるように石を

A男 は、 「母に心配させたくないから。」と、今回の事実

を話 していなかった。

加害児童  B男 は友達が少ない。「健康のために」と母の強い勧めで

毎日走らされたり、付ききりで勉強させられたりしていた

ので、母の日から逃れたいと思うときがあったという。この

ような生活の中で、
豪
ス トンスが たまる生 活ぶ りであった。

-39-

X低、中学年では害かせる

活動を通して早期発見する

のも一つの有効な手立てて

ある。

X気になること、仲間の事

で0を痛めていOtとも書

かせた
'ヽ
。

X児童を、表面的な姿だけ

でとらえることは危機であ

る。

X日頃から子供が家庭でど

のような生活をしているか

知っておくことが大切であ

る。

X児童の発する小さなサイ

ンを鋭くとらえることが早

期解決のポイントである。

Xいたずらが継綺している

か一過性のものが見通める

ことll大切である。



投げ始めた。A男 は相手にせず、友達と遊んでいたため、投げた石が友

達の足に当たったりすることがあった。 しかし、A男 が相手にしなかっ

たため、2人はA男 を目がけて投石したり、分団旗でつついたりするよ

うになった。 こQム ゑれ行数か■ぬ鳳金範L(し た鼠ゑ
“
微鳳_全 披

て、_"=を ■l_Tつ1)られる。■_とF_tに 訴嵐 、̂学級担任は、分団担当

教師と協力して指導に当たった。学級担任はA男 にその後の様子を確か

めながら見届けをしていたが、A男 は 「大文夫」と答えていたので、い

やがらせは止まったものと判断していた。

しかし、しばらくは止まっていたいやがらせが再び始まった。今度は

隠れて石を投げつけたり、周囲にわからないようにつついたりし始めた。

また、A男 が一人でいるときには、いやがるA男 に対して後ろから日隠

しをしてつついたり、くすぐるなどのいやがらせもした。

友達の中にはA男 のことに気がついていた者もいたが、誰にも知らせな

かったためにB男 とC男 の行為を増長させる結果となった。

1か月ほどしたとき、B男 やC男 の行為に行き過ぎがあると、生徒指

導主事へ
豪
近所象量期が懲毅洩覆腱拡麒毅凌」滋数残護毅お幽敗u&¨

5 指導と措置

生徒指導主事が掌握 した事実は学年主任、教頭、校長へと報告された。

校長は行為の内容から一刻を争うことと判断し、 鵜尉胸職長会頭祓宏懲抵

(1)被害児童A男 、保護者への対応

(2)加害児童B男 とC男 、保護者への指導

(3)該当分団長 分団会と他の分団長 分団会すべてへの指導

(4)学級指導、学年指導、全校指導、児童会指導

(5)PTA役 員会の場で事実報告、理解 協力の要請

カロ害児童の担任は、B男 とC男 のとった行為が人間として絶対に許せ

ないこと、上級生としての生活の仕方、これからの生き方等について十

分反省、自覚させた。そして、2人 に両担任立ち会いのもとで被害児童

に謝罪をさせた。その後、 
※
覚振二晨燭磋彰ぬ醸髪ヨ喜贅鏃類α震乱児童

為●■a£ ユなとした蝕また、 
来

て その後の見届け指導を している。

6 指導上の留意点

(1)家庭 地域との連携による情報の共有化

いじめは教師、親から隠れたところで行われること、陰湿化してきていることなど

から発見がますます困難になっている。そのため、日頃から児童生徒や保護者、地域

の人々から情報が入手しやすいような態勢を整えておくことが大切である。

(2)再発防止の見届け

いじめは指導したらすぐ止まるものではないので、注意深く見届ける必要がある。

さらに再発防止に向けて、全教職員の英知を集め、積極的に取り組まねばならない。
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X書かせる活動を取り入れ

ることは早期発見の一つの

方法である。

X地域の商店や自転車点等

を定期的に訪l・することて

情報を入手しやすい。

X全校のl・l題として考える

場を持つこと、線の理僻、

協力を得ること|卜じめゼ

ロ:よllけての大切な視点

である。

X学校、保護者が生II的に

解決していくことが極めて

重要である。

X事後の様子を見届けるこ

とが大切である。



□ 言葉によるいじめ

小学校 被害児童 4年 生 (A子 ) 加害児童 4年 生 (B tt C男 )

1 問題行動の概要

学級の男子の多くがA子 に対 して、 「きたない、不潔」と言ったり

避けたりした。担任の指導により、ほとんどの児童は言わなくなった

が、B男 らは依然としてやめなかった。ある時、床に落ちていたA子

の筆箱をB男 が誤って制ったことから、いじめが表面化 した。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  2年 生の時に10日間入院 したことがある。退院後 「風呂に

入れなかったので、アカまるけやよ。Jと 友達に言ったこと

広まり、 2年 生時と3年 生の前半に 「きたない 不潔Jと い

じめられたことがぁる。明るい性格であり、気も強い。他の

2名 の女子 (学級の リーダーで活発な児童)と いつも行動を

共にしており、乱暴な言葉で話すこともある。自分から担任

に話 しかけることができる児童である。

加害児童  B男 は持病をもっており、体が弱い。家庭でも過保護に育

てられており、車による送迎で登下校 している。気の弱い面

もある。 C男 は学習が好きではなく、家でも親の言うことを

聞かない。保護者は、登校拒否ぎみの姉と比べて、学校さえ

行ってくれればよいと考えている放任家庭である。

3 事実の把握
※
悩みの調査で、A子 が 「不潔 きたないと言われている。Jと 訴えた

ことから担任がA子 より事実の確認をし、学級活動において指導 した。

しか し、 1か 月後にB男 が誤 ってA子 の筆箱を蹴ったことから 細贔眼

戯=気 最填鼻上茂∝担任は保護者に、筆箱の件について電話で説明 した

ところ、保護者が 「うちの子はいじめられている。」と担任に訴えたこと

から、担任は再度A子 をは じめ学級の児童に事実の確認をした。

4 問題行動の状況

2年 生、 3年 生時の指導で、 Ai員 対二ゑh&ぬ は義風ムなくなュ

なぉ しか し、4年 生になって再び、男子の多くがA子 だけでなく他の女

子に対 しても遊び半分にいやがらせをした。他の女子から様々な苦情も

担任に寄せられることがあり、その度に繰り返し指導 したが、加害児童

たちは 「また同じことを言っている」と軽く受け止めていた。 2学 期に

なると担任のいる前でのいじめはなくなった。B男 はA子 との机を離 し

たりC男 と一緒になって 「きたないJな どの言葉によるいじめを続けて

いた。

悩みの調査後の指導でいったんは治まったかのようにみえたが、A子

の悩みは解決されておらず、大事な筆箱を蹴 られたことで,図みは頂点に

達 した。保護者も担任にいじめの問題の早期解決を訴えた。

5 指導と措置

(1)保 護者の訴えを受けて、担任は再度A子 やA子 の友達、学級の他の

児童やB tt C男 から事実の確認をした。

X定期的に行い、撲態記握

をすることが大切である。

X教師主体の指導ではな(

児童が本音で話し合い、問

題に気付き解決するように

指導することが大切である。

※いしめの問題が表出した

時点で選燎して指導し、そ

の見極めを大切にする。

※児童理解に努め、一人―

人のどんな誅えも真摯ヽ受

けとめ、学螢Olrl題として

児童と共に考え、解決を図

ることが大切である。

X嗽鰤も同しような見方を

することがある。ll手Oi
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その結果、B tt C男 が 「きたないJと 言ったり、B男 がA子 との机

を離すといった事実は、悩みの調査が行われた頃まではあったが、そ

の後はなかったことがわかった。 X

(2)保 護者の希望により、懇談は、親と学校長 生徒指導主事で行われ

た。その中で学校長は、              後、学校が把握

しているいじめの事実や、悩みの調査後の全校集会でいじめの問題に

関して2回 講話をしたこと、各学級でも数回いじめの問題について話

し合ったことを話 し、それでもいじめの問題が解決 しておらず、A子

を苦 しめてしまったことを謝罪 した。

(3)担 任は、学級の児童に、

また、各児童にもいじめにあった経

験やその時の思いを出させ、みんなが楽しく過ごせる学級にするため

にはどんなことに気をつけるべきかを話し合った。

6 指導上の留意点

(1)学 級で起こった問題行動について、学級通信等によって家庭にも知らせ、保護者に

も問題意識をもってもらうよう配慮 した。学校と家庭の両方で児童を育てるため日頃

から、保護者とのコミュニケーションに努める。

(2)教 師自身の人権感覚を磨き、小さないじめ (人権侵害)も 見逃さず 学級のP・l題と

して児童と共に十分話 し合うようにする。

(3)い じめの被害児童が加害児童になることもある。また、小学校低学年時のいじめの

問題が中学校になって再発することがあることを認識 し、人権に関する作文等を用い

て、いじめによる心の痛みや思いやりの大切さについて具体的に指導する。
(4)担 任は毎 日一度はどの児童にも声をかけ、児童理解に努める。また、児童が何でも

相談できる信頼関係の確立に努める。

(5)正義感に満ちた、温かくなんでも話せる学級、問題を問題としてみんなの前に出せ

る学級経営に努める。

(6)加 害児童の悩みやいじめの動機についても同時に考え、非は非として指導 し、保護

者との連携を密にして、加害児童の問題点についても解決を図るように努める。

(7)校 内の指導態勢を整え、学年 学校態勢で指導に当たるようにする。

場にi。(考えられるよ|

指導すること
'大
切てある

X保護者linか|を通して

のみいしめのl・l題を考え、

キ薇批判しがちである。

十分話を開いて、事実を正

確に伝えら11るように把握

しまとめてお(ことが大lT

である。

X皆で,めた約束が守れて

いるか、定期Fl[継続して

話合いをすることll必要.

ヽ ヽ
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日 保育所の時から同じ集団内で続ぃたいじめ

小学校  被害児童 4年 生 (A子 ) 加害児童 4年 生女子 (5人 )

1 問題行動の概要

4年 生13名の小規模校での出来事である。保育所時代から同学級とい

う序列の固定した関係の中で、A子 は靴や鞄などを隠されたり仲間はず

れにあったりして、 3年 生の時には 『休みがち』にもなっていた。学校

も精一杯に取り組んだが、思うような人間関係の好転はなかった。

2 生育歴 ・家庭環境等

被害児童  A子 はおとなしく、消極的な子である。 「いじめにあって

いる」と母親は語るが、他の親たちに 「大袈裟に騒ぎ過ぎ」

との声もあって、A子 の母親は孤立し、 『このままの閲係が

何年も続くとするなら』と転校も考えていたはどであった。

加害児童  強いて言えばB tt C子 の二人が中心であるが、この子た

ちはどこの学級にも見られる、むしろ積極的で学級のリーダ

ー的存在の快活な児童である。

3 事実の把握

新年度当初、担任は 『A子 を取 り巻く状況の改善』を
※
裳殺験賎表2虫

―

観察を始めた。 「仲間はずれJの 具体的な場面は

見られなかったが、A子 は常に他の5人 の女子に付いていくという感じ

がしていた矢先、4月 12日に母親から 「先生。A子 が毎日どんな寂 しい

思いをして過ごしているか分かりますか」という手紙が届いた。 『そろ

そろ親と連絡を取り、新学年になってからの様子を聴こう』と思っては

いたが、 
楽
&至 姦之斑ゑ辻た母戴から,晟 紙であった。早速に、始業式

ll来のA子 の様子や担任として心掛けたことを手紙で知らせ、その夜に

電話もした。母親は堰を切ったように 「保育所以来のいじめの数々」を

語り、翌日には問題の早期解決を切々と訴える手紙が届いた。

4 問題行動の状況

他の女子はB子 や C子 のいないところではA子 と仲よく遊んだりして

いたが、 「B子 の命令を聞かないと自分が仲間はずれにされる」ことに

おびえ、常にB子 の顔色をうかがって動く傾向があった。

5 指導と措置

(1)手 紙や電話の内容から
X                した。

担任は校長 教頭 生徒指導主事と即日相談 し、いじめる側の児童

も愛情不足の結果で、誰もが被害者や加害者に陥る可能性があり、両

者の心を大切にし両者の幸せを願う方向で対応することにする。一人

一人を指導するより、担任の愛情で学級を包み込み、 
文
襲欺艘寂短融2

(2)13日、両親、A子 と懇談し、精一杯に思いを聞き出した。

(3)『学級の問題』とするため、15日に担任の思いを真剣に話した。13

日の親との懇談で学級で話し合うとの了解を受けていた。 『1年間に

託す抱負』を述べた後にA子 のことを語り、 「悲しい気持ちを抱く子

を一人も出したくない。みんなの力で解決 しないと、この学級は一歩

高い生注目標を上たせ,い じめの空 しさに気付かせようと考えた。
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※ll年度の綸業式に、早I

経営の注を立て、り確11

点を持つことが大切である。

※前年の学校生活が悲惨て

あ,た場合、艘も子tI年

度に熱い期精を抱いている

ことに留意したい。

×担任一人で抱え込ま
`|ヽ姿勢が、朝るい長望をII(.

X「も(ら印2」ではな(

行為の根標[潜む児童り:

識へ着日したことがよ|.



たりとも進めない。」と訴えた。泣き出す子、 「先生 !」 と立ち上が

る子もいた。 『今の思い』を書かせた後に、女子だけを集め、気持ち

を語り合わせた。誰もが温かい心を持っているのだが、仲間の結束を

確かめるために誰かを標的にするような関係になっていて、結局内気

なA子 を標的にすることが多かった。しかし、 い

生よく」五ないと風2ていヱ』^ことがはっきりしたので、

今までの仲良しは本7/7じゃない。本物の仲よしにしていこう。

どんなことがあっても、仲間はずれ 無視は許せない。

今、Aち ゃんが一番に傷ついている。みんなで支えていこう。

と訴え、その方向と児童たちの反応をA子 の両親にも伝えた。

(4)本 当の意味の 『立ち直り』を目指 して、次の指導に努めた。

A子 が学級にうまく適応できるような 敬 敏な′ た,三 とする。

女子 学級全体の仲間意識が高まる活動を積極的に仕組む。

児童自身が目標に向かって、充実 した学習ができるようにする。

児童のよい姿 思いを積極的に認め、紹介し、広げていく。

両親との連携を強め、周りの保護者の理解も得るようにする。

等々、 『仲間づくり』と 『学習の充実』を図って、生活と学習の両面

で自信を抱かせ、充実感のある学校生活が送れるよう配慮した。

指導上の留意点

(1)学級誕生時点で 「学級の課題Jを つかみ、不退転の決意で臨む。

新 しい年度には誰もが新 しい希望を抱く。教師が何の課題も抱かず、 『しばらく様

子を見ていよう』などと呑気に構えているうちにも、新 しい学級の雰囲気が決まって

しまう。 『鉄は熱いうちにうて』と言われるが、5月 の連休過ぎになって方向を変え

ようとしても、多大な労力と時間を要する。この事例では、被害者の親の 『1日 も待

てない。』との思いが 4月 12日の手紙になったが、担任も当初から 「学級の課題Jと

して意識 していたことがあったからこそ、被害者の親も担任の方針を支持できた。

(2)『学校の指導方針』を共通理解 し、常に共感的な姿勢で臨む。

早急に持った校長を含めた4者 の話 し合いで 『学校の方針』を打ち出し、共通理解

ができていたからこそ、担任は自信を持って臨むことができ、同時に、共感的な姿勢

で、児童の立ち直りを信 じて語りかけることができた。児童に 『本当はみんなが仲よ

くなりたがっているのだ』との共通の願いに気付かせることができたのは、客観的な

指導方針に確信を抱き、常に共感的な姿勢で臨んだ結果でもある。

(3)い じめの根源に目を向け、学校生活を充実させることに努力する。

いじめの徴候を発見 して機敏に直接指導することも重要であるが、この事例の最大

のポイントは、いじめを生む心の寂 しさに注目し、学習と生活の両面で 『誰もが自己

存在感を味わえるよう』に配慮 し、多くの学級ぐるみの運動を組織した点にある。

(4)子供を変えることで親の姿勢を変えようと努力する。

被害を長期に渡って受ける中で、親には学級懇談にも参加 しないほどの不信があっ

た。それのみか、他方の親の側には 「騒ぎ過ぎ」との意識さえあった。 4月 15日の学

級への指導以後いじめは無くなったが、久 しぶりに参加 した6月 の学級懇談で、A子

の母親は、終始教室の隅で黙っていた。被害者の親として深い傷を負っており、学級

懇談で心を開いたのは、半年後の10月になってからである。かたくなな親の心を変え

た要因は、担任の熱い心であり、高まった子供たちの姿であった。

※担任の共感的な姿勢に、

女子たらは會,から「tう

しない」と語り始めた。

X担任が毎EA子に声を掛

け、事故での機子を親に適

格した[とが早ll解決[艦

びついた。
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五 靴かくしにょるいじめ

小学校  被害児童 5年 生 (A男 )   加害児童  (*不 明 特定 しない)

1 問題行動の概要

放課後、A男 が帰宅 しようと下駄箱へ行くと、自分の靴箱から靴が片

方だけなくなっていた。

そこで、友達や担任と校庭などを捜 したが、とうとう見つからずに、

上履きで帰宅 した。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  両親 とA男 、姉、弟、妹、祖母、伯母の 8人 家族。誰に対

しても優 しい態度で接 し、友達からも信頼されている。学級

の中ではおとなしい方であるが、リーダーとして活躍 し、内

容のある意見が多かった。

加害児童   (*不 明、靴をかくしたが、日らの非に気付いたのであろ

う。わかる所にそっと戻 した児童)

3 事実の把握

担任がllJ員室で仕事をしていると、A男 と友達が 「ぼくの靴の片方が

ないんです。」と話にきた。

担任は下駄箱の所まで行って、A男 たちと一緒になって靴を捜 したが

見つからなかった。

そこで、担任はA男 に対 して、上履きのまま帰宅するように指示をし

て帰宅させた。

4 問題行動の状況

放課後の下駄箱の付近は帰宅する児童で人の行き来がある。友達と一

諸に話をしたり、一人で足早に帰宅するなど、自分や身近な友達のこと

に対 しては関心を示すが、それ以外のことに対 しては無関心になりがち

な場である。A男 や友達が下駄箱の付近にいた児童に「靴を知 らない?」

と尋ねても 「知 らない。」という返事が返ってくるだけであった。

もし、誰かが間違って靴を履いて帰ったならば、残された靴はあるは

ずだが、どこを捜 してもそれは見つからなかった。

そこで、担任やA男 は、 「靴は故意に隠されたもの」と判断した。

5 キ旨導と措置

(1)担任が家庭に連絡 して状況を説明するとともに、今後の対応につい

ての考えを説明した。 梶ェガ重轟r風 湿L裁 上こ_敗 がぬKな ュな

また、A男 が安心 して登校できるように理解を求めた。
(2)A男 の気持ちを理解 し、 装級上立【全ぬ(批 こ搬玄こと■晨纂鎖

靴がなくなった次の日に、 「学級活動Jの 場で、学級全体の問題と

して考えた。
メ
タゝプラl`だヽス長́しctct気1まましιし、、1横長J.しttκttt女表メιしそこJ21漬争レ0こゼti戻雲Jζしるこ」L人、́夕そしとこだた1

―

巌A男の軋が字敏(目され

たことを規が気付〈前に達

格し、学級での指導を誌朗

した担任|1応は、磁 、

学校へ0信頼を得た。

※いしめを許さないことを

決議したり、織を捜す理働
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豪
全f譲

`灘

暖J腱ヨ」諄助崚

`lゑ

とともに、

虹

学級全体の問題として受けとめ、 工ま毅奴=はゑ漱欺蠍″尿娠虚A

―
(3)X

学級の運動が

昼の放送でA男 が直接全校に向かって、放送を使って自分の気持ち

を訴えた。いつもは物静かなA男 が、はっきりした口調で気持ちを述

べたことは、全校に大きな驚きと感銘を与えた。

また、学級代表が 「いじめを絶対に許さない。」という決議を力強

をすることは、詑が隠した

かと追求するよりも児童[

自浄力を育てる上で菊果的

である。

XA男のもOtもった訴え

や靴のおたずねポスター示

等により、全核lll機撥し

運動が高ま,た。

X嶺害者の訴えやいしめを

許さず、皆で靴を機す学藪

の取り組みが加害:のしを

動かし、隠した彬を戻させ

たと思われる。

く表明した。

さらに、なくなった靴の絵をかいた

いうポスターや、一緒に靴を捜 してほ

―Jを 校舎内に掲示した。

「このくつ知りませんか?Jと

しいと訴えた 「おたずねポスタ

こうした取り組みを通して、 
狂

↓休み時間や放課後に、 
※
A』ι馴崚鬱穂聾豪産穀規説葬Lゑ と

'に

な

ふ
(4)職員会や職員の打合せの場で、担任から靴かくしの事実関係や取り

組みの詳細な報告を絶えず受け、児童の取り組みを支援していく姿勢

ができた。

(5)2学 期終業式の開始直前に、 
※

素

そのことを生徒指導主事が全校の前で報告すると、A男 は、実にす

がすがしい笑顔でこたえた。同時に、全校から自然に拍手が沸き上が

った。

6 指導上の留意点

(1)共感的な人間関係を醸成 し、温かい人間関係を基盤とした学級づくりに心がける。

いじめを受けた子が、悲 しい気持ちを学級の誰にでも話せるような雰囲気をつくる

ことが大切である。

(2)い じめを許さない具体的な取 り組みを学級、学年、全校で行う。

いじめを傍観 しないで、 「いじめは許さないJと いう意識をもつように学級、学年

全校で具体的な取り組みを行うことは、いじめの問題の解決のために欠かせないこと

である。

(3)児童の 「いじめは許さない」という行動が、いじめている児童の心を動かす。

児童の 「いじめは許きない」という具体的な行動が、いじめている児童に、自分の

誤りに気付かせる大きな役割を果たすという認識に立ちたい。

(* 今回の問題行動で、加害者をあげたり、特定しなかったのは、 「いじめを許

さない」という児童の積極的な行動を見守りたかったことと、学級から全校へと運動

が広がる中で、靴をかくした子は自ら反省 して、靴をそっと戻すことを期待 したから

である。)

(4)「 いじめを許さないJ取 り組みを支援 していく態勢を全校てつくり上げていく。

学級担任を中心に、いじめを許さない運動の支援態勢を全校でつくる。

(5)教 師と児童との信頼関係を築く。

児童が困ったこと、気付いたことをいつでも教師に言える信頼関係をつくる。
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小学校 被書児童 5年 生 (A男 ) 加害児童 (B子 、C子 、D子 、E男 )

1 問題行動の概要

4月 か ら転校 してきたA男 は、彼に好意をもったB子 から、C子 、D

子が書いたラブレターをもらった。それを見ていたE男 が皆に広げたた

め、A男 は周囲か ら冷やかしを受け、それを苦にして登校拒否となった。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  両親と妹 2人 の5人 家族。両親は会社勤めで、父親は残業

のため帰宅が遅 く、子供との接触が少ない。 1学 期、すぐに

は学級になじめず、保健室によく顔を出す。 2学 期からは、

友達もできて明るく過ごせるようになった。

加害児童  B子 、D子 は他学級。 B子 、C子 ともにおとなしく素直な

子である。女子 3人 は 4年 生まで同じ学級であり、仲がよか

った。

3 事実の把握

担任は、転校 してきたA男 の欠席が続くことから、母親と懇談をもっ

て、登校拒否であることをつかんだ。さらに、詳 しく状況を聴 く中で、

以前、玄関にいたずら書きの手紙があったことや、女子に電話をしてい

ることがわかった。翌日、担任が、本人の机の中から落書の手紙を見つ

け、女子数名や一部の子たちから、からかいや冷やか しを受けていたこ

とを知った。

他学級の子も関係 していたので、学年主任を中心に学年で事実関係を

徹底 して把握 し、全容を明らかにした。その結果、ラブレターを書いた

ことを否定する手紙はB子 が書いたが、渡す段階でC子 も書き加えてい

たことがわかった。他の子が書き加えることで学級全体でいじめに発展

する可能性を心配したが、それはなかった。

4 問題行動の状況

他学級のB子 は、A男 に好意をもち、学習塾でC子 、D子 と相談 し、

D子 がラブレターを書き、C子 が机の中に入れることにする。手紙を見

たA男 は、教室で破り捨てる。その様子を見ていた他の子がうわさを広

げ始め、特にE男 はA男 を盛んにからかい始める。まずいと思った 3人

女子は、A男 に再び手紙を書き、 「バーカ。あはじゃないの…」と渡 し

た手紙を本気にしないようA男 をばかにした内容の手紙を入れていた。

A男 は、その気もなく大変迷惑 していた。

5 指導と措置

(1)加害児童に対する指導

加害児童に対 しては、個々に自分の行動を考えさせ、いかに卑劣な

行為であり、 杢2で 頻丘糞姦殿遊ヱ爆カェカ強二ζ滋崩蕊上歳=ま

た、
※
こは 滋 藪 晰 姦 蟻 囃 鑢 し 澱 α 轍 滋 面 宝

(2)学年全体、学級に対する指導

学年では、この問題を
｀
            指導方針を立て

て指導に臨んだ。 X叢 隻集会嵐麗こふ 「相手にいやな思いをされたこ

固 転校生へのからかいや冷やかしによるいじめ

Xベンによる暴力だという

指導が、加害番[わか,t

か艘との懇談(1かめて,

る。

X早年のl・l題として,年

'
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とやさせたこと」を出させながら、相手の立場に立って行動すること

や、お互いによい所を認め合い、| けヽない所は注意 し合うなどして集

団を高め合うよう指導 した。

その後、 ※ゑ蔑毅奴融ば五ル会t螢JなガL義特に、A男 の学級におい

ては、 
東
咀つ

…

入ね皮戒憲蝕装,な 狙 気づK^り も併せて

指導を進めた。

(3)被害児童に対する指導

A男 に対しては、不登校対策委員会 (校長、生徒指導主事、担任)

を開き、対応を検討し、学校としてやるべきことを具体的にした。

A男 の分析……今回の出来事が、A男 にとって不登校になる大きな

きっかけになっているととらえて、指導に当たる必

要がある。

両親との懇談…今回の事実と学校の対応方針を説明するとともに、

体でll導する(とは、指導

方針がどの学級の子にも確

実に入,ていきやすい。

※枷害児童への対症療法的

な指導だナに繁わらず、い

じめを滸さない集団づくり

をしている。いしめをな(

する積極的な生掟指導であ

る。

力嵐得ζふ朝、一緒に登校できるように働きかけを

した。

骨身をおしま―担任と生徒指導主事が連携を図って、 
祟
ム護ヒ淡以ゑ

ない熱意                      担任は、

本人との遊びや会話を通してのラポー トづくりを図

った。生徒指導主事は、本人の得意なサッカーを通

して充実感や明日への意欲を培った。

6 指導上の留意点

(1)早期発見、早期対応に努める。

実情と個に応 じて、最小人数の対策委員会 (校長、生徒指導主事、学級担任、必要

に応じて養護教諭、前担任)を 核に、素早く動ける態勢づくりが必要である。本件の

場合も、欠席状況から 「おかしいJと 判断 して以来、毎日のように対策委員会を開き

3人が揃 った時点で短時間に)、 先手必勝の信念で、連日、全勢力をつぎ込んで対応

を進めたことが、解決を早めている。

(2)児童理解に徹する教師になる。

本件のB子 、C子 、D子 ともおとなしく素直であったため、 「まさか」と感じた。

教師の一面的で表面的な児童理解という弱さを痛感 した。特に 「いじめ」に関しては、

表面だけで把握することは難 しい。児童と心を開いて会話ができるよう、共感的理解

に努め、受容的態度を身に付けることが必要である。

(3)事実関係を徹底 して把握する。

いじめが数人か、学級全体に発展 しているのかきちんと把握 し、見落としが絶対な

いよう見極めていくことが重要である。

(4)児童にとって心の居場所となる学級経営 教科経営の充実に努める。

不登校に関して、その子が単に登校できるようになればよいのではない。中学校ま

でを見通 し、本人が自己充実感をもち、学級に′心の居場所をもって生活できるよう、

学級経営 教科経営に努めなければならない。

保護者の協力を求め、本人への接 し方 などについて

相談 した。
メ
幸い学級に仲のよい子がおり、その子 と母親の協子どもの力を¨

借りる

×A男の仲のよい子やその

親の力も生かしている。

XA男の0理的な安定を図

るためのラボートづ〈りを

全校態勢て行,ている。教

育相談態勢も確立されてき

た。
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□ 知的面で遅れがある児童への暴力的ないじめ

小学校 被害児童 5年 生 (A男 )

1 問題行動の概要

加害児童 5年 生 (B男 、C男 、D男 、E男 )

A男 は、通常の学級で学習している知的面で遅れがある児童である。

A男 に対して受容的な態度をとる子も多いが、自分から仲間に入ってい

くことができないため、 私 み時旺 ど=尽 過こしている_ことが多か

aム 鉾 5年 生の2月 下旬、同じ学級のB男 、C男 、D男 、E男 を中心と

する児童 7名 が、休み時間や放課後にA男 を特別教室に連れていき、馬

乗りになったり、たたく蹴るなどの暴力を加えた。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  A男 は、やや閉鎖的で自分を出さない面があり、一人遊び

も多い。両親ともに教育熱心であり、A男 に対 しても、学習

用具の準備や身の回りの世話に常に気を配っている。

加害児童  B男 は、巧みに嘘をつくことがあり、ずる賢い面がある。

C男 は、両親に暴言を吐いたり、手をあげたりなど反発す

ることがあり、両親が学校へ相談することもあった。

D男 は、万引きや下級生への暴力等の問題行動を起こした

ことがあった。

E男 には、自己中心的な考えがあり、ものごとをよく半り断

せずに行動することが多かった。

3 事実の把握
X[引
χ数融微虻Lλ 負バ裏 「B男 、C男 、D男 、E男 君たちが、A男 君

を特,1教室へ連れていって馬乗りしたりたたいたりしているよ。」 「C

男君が、 『6年 生の修学旅行の時に、A男 君と一緒のグループになって

夜いじめよか』といつとつたよ。」と
※
知らニムことぬゑ判盟上た¨

その時点で、いじめは一週間ぐらい続いていたが、学校でのA男 の様

子に特に変化は見られなかった。

4 F.5題 行動の状況

A男 は、 1年 生か ら通常の学級で生活してきた。 しかし、自分からう

まく意思表示をすることができないため、友達とのコミュニケーション

も十分図れなかった。また、自分一人だけでは活動ができなかったり、

学習についていけなかったりするために、周りの児童に世話をしてもら

うことも必要であった。ときには、休み時間に友達のあとをついて回っ

たりすることもあったが、対等に遊ぶことはできなかった。

B男 、C男 、D男 、E男 たちは、A男 が普段無意識にニヤニヤしてい

ることに対 して 「勉強したり遊んだりしているときに、こっちを向いて

ニヤニヤしているのに腹が立った。J「 自分一人では何もできないのに

ニヤニヤしてバカにしているようでむかついた。」などの理由で、 
棗
搬

…5 指導と措置
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※日常的にI立感の申で、

生活している姿への見過ご

しがl・l題行動を誘発した。

X学級感情の中に、A男を

受容する0ある女子の存在

が、間隠行動の発見を早め

た。

X無抵liなA男への集団に

よる暴力であり、陰混性、

残忍性の強さを認識する必

要がある。



(1)加害児童に対する指導
個別指導と全体指導のバランス

で放課後、児童7人 とその保護者を集めて、A男 の気持ちをわから
せたり、親子で話し合わせたりする中で、人をさげすんだり、暴力
を加えたりすることは、相手の心身を傷つける許されない行
為であることを厳しく指導した。

学級全体では、 「思いやりJ「 親切」 「公正公平Jに ついての指
導を意図的に位置づけた。

母親から話を聴く機会の設定

担任は、学級全員に対 してA男 の母親から、 「我が子への理解と
今後へ向けてのみなさんへのお願い」等について、 中
資Л改なは転子供たちには、 「生活ノート」に思いを書かせ、それを
基に話し合わせた。

学校での保護者懇談と相互理解及び指導

保護者に事実関係を知らせ、学校と家庭とが情報交換を密にする
など、一体となった指導となるよう理解と協力を求めた。

(2)学校の指導態勢の強化

・情報伝達の適正化

事実関係について、正通

`滅

塑葉岐霧雌藪毀蹴刺衡酵数彼=Q征 撮
ねムL(担 任→学年主任→生徒指導主事→教頭→校長)
「生徒指導委員会」等の機能化

いじめの問題の基本認識や早期発見の糸口などの共通理解を、あ
らゆる組織を活用して図り、小さないじめも見逃さず、健全な人間

関係を育成する日常的な指導を徹底することを確認した。

学級活動 道徳の時間を通 しての指導

身近な事例を意図的に取り上げること、また、年間計画から人間
愛を基調とする思いやりの心を育てたり、基礎的倫理観等を身につ

けたりする指導を充実した。
(3)被害児童への対応

生活実態のきめrmかい把握

A男 の生活実態を理解し、 二に気ょ罵_Å 週膜働朦ェエ駿ユしい

やなこと等があったらすぐ担任や両親に申し出るようわからせた。

傍観する児童等への指導

弱い者いじめを見逃さない勇気や、偏見 差別をしないなど、人

を思いやる心の大切さを考えさせた。

指導上の留意点

(1)日常の観察活動を重視する。

自己主張や意思表示がうまく出来ない児童へのいじめが、休み時間の特別教室で

発生した事実から、 日常における児童の観察活動を的確にする必要がある。
(2)学習の遅れがちな仲間を認め励ます学級経営を充実する。

知的面での遅れをもつ児童に対して、温かい励ましや認めができる学校ぐるみの

取り組みを展開する必要がある。

X集目の場合、関係した兄

童一人一人から;1僣に事実

関係を佗握することが極め

て大切てllる。

X直接的ではあるがA男に

つ|てヽ十分理解するために

※指導懲勢の第一歩は、泌

要な情報を正確に迅速:伝

達することが重要である。

X児童―人一人の日常観擦

を危機意議をもって行うこ

と,必要である。
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小学校   被害児童 5年 生 (A子 )

国 内向的な児童へのからかいや無視によるいじめ

加害児童 5年 生 (B男 他多数)

1 問題行動の概要

A子 は無口で友達が少なく、孤立 している。B男 を中心とする男子の

児童 6名 は、廊下ですれ違う時などにわざと大声をたてたり、わざとぶ

つかっておいて、汚いものに触れたかのように振るまい、A子 が困惑す

るのを見ておもしろがっていた。また、女子の児童もA子 が話さないこ

とから、仲間にさそったり、話 しかけることをしなかった。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  5人 家族。学習は遅れがちで特殊学級への入級を勧められ

たこともあった。無口で友達が少ない。帰宅後はほとんど外

に出ることをしないが、スポーツ少年団では活動 している。

加害児童  中心となったB男 の家庭は、放任的で教育力は弱い。言動

が乱暴で、忍耐力に欠け、3Sい者や年下の者を仲間にして行

lllし、友達は少ない。問題行動をよく起こし指導を受けるこ

とが多0 。ヽ

3 事実の把握

A子 が泣きながら
X慮
堡々億二〔基うよ立エム鳥たは景護な識か翌虫

之馳LK↓ はス嵐ユと護さ土ぬ嵐たぬ黙よ土最奴■弘ゑと_昼 休み
にB

男 らがA子 の近 くに来て 「ワー」と言っておもしろがっていたとのこと

であった。翌日、母親より電話があり、 「B男 から度々いやなことを言

われる、給食当番をしていたら女子からきつい言葉を投げかけられる、

隣の席の女子が後ろへ移動 して悪口を言っている、などの理由で学校へ

行きたがらないので欠席する。」とのことであった。

4 問題行動の状況

A子 が廊下を通ろうとすると、B男 らがそれ見よがしに 「ウェー」と

か 「ワー」と大声を出したり、あだなを言ってからかったりしておもし

ろがっていた。さらに押 しあってA子 にぶつかると、何か汚い物に触っ

たかのように振るまった。また隣の席の女子が、前や後ろの児童と話す

ため机をずらせると A子 は何か自分の悪口でも言っているかのように

思い込み、語調の強い言葉が投げかけられると、自分がのけ者扱いされ

ているように思い、クラスのみんなが自分を避けているように感じ、孤

立感を強めていった。そして登校拒否へと陥っていった。A子 の母親は

登校拒否の原因をB男 らの言動以上に、以前から校外活動でうまくいっ

ていなかったCtt X“豪敏幾蛭刊壺鼠奴記裏と搬嬌かじ工ぶ必《C■ は議

…

のことを特に問題視 して、学校に強い指導を求めてきた。

5 指導と措置

(1)養 護教諭から連絡を受け、担任がB男 を呼んで事情を聴き、指導を

行った。B男 と一緒になってからかっていた児童に対 しても指導を行

った。また、C子 に対 しても事情を聴いた。

(2)A子 が欠席をした日、担任はA子 の気持ちを伝えながら学級への指
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Xこのような児童[と,(

保健室110の居場所となり

義護教論は学技(1番01

談相手となることが

'い

。

Xいしめの技害者にと,(

は重大なことでも、日椰り

児童は何も気付かす【いる

ことが,い。また、1害著

り思い込みである場合もあ

る。指導者は事実を杞握t

て、日かい学級0雰囲気づ

くりを1指して指導するこ

とが大切である。



導を行い、みんなが安心して生活できる学級にしようと呼びかけた。

(3)校長が職員に対していじめの問題で指導をした。その後、生徒指導

主事がA子 のいじめに関わる登校拒否について状況を説明し、共通理

解 共通行動について話し合った。

(4)全校朝会で、校長が全校児童にいじめについて指導した。生徒指導

主事も、本校にあるいじめについて話し、指導をした。
I

二ζ滋襲故u継 いじめに加わっていた児童の反省を求めるとともに、い

じめを見て見ぬふりをしていたり、傍観していたりしたことの非を論

した。その後、 翌 級■査笙がユし

上な妹A子 のいじめに深く関わっていたB男 を始め6人 の児童には、

教頭や生徒指導主事、学年の教師がついて指導し、反省や今後の生活

についての思いを作文に表 した。

(5)A子 のいじめに深く関わっていた児童6人 の家庭に、いじめに関わ

っていた事実と学校の指導について話し、家庭での指導内容と学校と

家庭の協力による見届けについて要請 した。

(6)担任が児童の書いた作文や手紙の一部を持って家庭訪間をし、学級

がA子 を温かく迎え入れる態勢ができてきたことを知らせた。

(7)校長と生徒指導主事が、A子 の父親に学校の取り組みを話し、理解

を求めた。

3)担 任は
※
董護教諭ム基Lス 建訪閲去良A子 を励ますとともに、 

豪
■

に行くことを依農 した。_また、欠席が続いているF・l、学級の児童を連

れ、手紙を携えて家庭訪間を続けた。

(9)楽姦氏児童委員や民生委員Q働 カム基ぬ_母 親の気持ちを解きはぐ

すことに努めた。

(10)学校だよりや学年通信で、いじめについて学校や学年の取り組みを

知らせ、理解と協力を要請 した。

(11)A子が登校 してからは、学級担任や副担任を中心として、A子 が学

校生活になじめるように、全職員で指導に当たっていった。

(12)PTAの 家庭教育学級で「いじめ」について取り上げ、話し合った。

6 指導上の留意点

(1)担任だけで問題を解決しようとせず、学校全体で取り組むことが大切である。

(2)弱い立場の児童に精神的苦痛を感じさせたり、暴力を加えることは卑劣な行為であ

り、絶対に許されないことをあらゆる機会をとらえて指導する。

(3)いじめを傍観したり、見て見ぬふりをすることは、いじめを助長するものであるこ

とを理解させ、みんなでいじめをなくすように努力することの大切さを指導する。

(4)学級や学年で、被害児童を支え援助する児童を育成し、精神的に安定できる態勢を

整える。また学級では、何でも言え、正義の通る雰囲気を醸成する。

(5)養護教諭との連携を図り、被害者の状況をより深く把握し、支援していくことも大

切である。 (養護教諭に心を開く児童生徒もいる。)

(6)被害児童の家庭には誠意をもって接し、学校の対応や取り組みについて理解を得る。

(7)いじめに加わっていた児童については、家庭と協力して指導し、見届けをしていく。

(8)家庭や関係諸機関との連携を図り、問題の解決やいじめを無くしていく努力をする。
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X集会で実名を革げて指導

をすることについては、十

分に配慮することが必要で

か。

X学餞の全員にこの問題を

自分のI・l題としてとらえさ

せ、考えさせるtとが大切

である。

×0を開いている義護教論

と共に家庭訪l・lをした。

Xttllだけてなく友達の島

ましは大きな力になる。

X家庭への指導は学校だll

ではなかなが成果があがら

な|ことがあrJ、地域の協

力躍要になる場治もある。



回  「なかよじグループ」内での仲間はずれや無視によるいじめ

加害児童 6年 生 (B子 他 5名 )

1 問題行動の概要

A子 、B子 らは5年 生からの 「なかよじグループ」で行動をともにし

ていることが多かった。 5年 生の3学 期頃から、 
※
グル晟フ豪琢敗飯匁凛

…

から、仲間はずしや無視をするなどのいじめが、対象を次々

に変える中で行われた。いじめる側の中心はB子 であった。学級担任が

その都度指導を繰り返したにもかかわらず、 6年 生になり、A子 がい じ

めの対象にされた。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童 A子 は、 3人 兄弟の末っ子で、上 2人 とは年齢が離れており、

依存心が強い。友達同士で何かするときでも、他の子に頼ろう

としたり、自分の具体的な行動に対 しても、他の子に判断を/rp

いだりすることが多い。

加害児童 B子 は、やや内向的な性格だが、勝ち気で、友達関係の中で

も自分の思い通りにしようとする傾向が強い。兄と2人 兄妹で、

家庭では、 贔二肥ぬえムこ【欺ゑ画Jゑ 0に 父親はB子 には

甘く、欲 しがる物は高価な物でも買い与えている。

3 事実の把握

5年 生の3学 期か ら、このグループ内で、C子 の次にD子 という具合

いに、仲間はず しや無視などのいじめがあり、学級担任が個別指導を繰

り返 していた。 6年 生になり、対象がA子 にF・oかい、A子 は精神的に緊

張が高まり、朝嘔吐するなどで登校できない状態になった。 X軸

裳掟二」L上 ゑゑれ【魁乙ar蟻 ぉぃな妖上こ搬2誌 なパあ,ス 生徒指

導主事にも連絡があった。

4 問題行動の状況

B子 たちのグループは学級の中でも中心的なメンバーであった。学級

担任がB子 に話をしても
X                

指導され

たその日に電話で 「Cさ んと話 したらいかんよ。」とA子 らに指示する

など、根本的な解決には至っていなかった。

A子 は明るく真面 目であるが、グループ内では比較的おとなしい方で

依存心が強いこともあって、5年 生の3学 期のC子 へのいじめのときも

C子 とは最も仲のよい友達であったにもかかわらず、B子 の指示を断り

きれなかった。

6年 生になり、対象がA子 に向かった。B子 たちは、A子 が話 しかけ

ても返事をしなかったり、A子 の悪口を聞こえよがしに他の友達と話し

たりした。B子 は、一緒に学校から帰る約束をしておきながら、A子 が

トイレに行っているすきに帰ってしまい A子 が追いつこうとすると、

A子 の方を見ながら他の子とひそひそ話をして無視をした。休み時間に

は仲良く雑談 している所に、A子 が来ると急に話をやめたりすることが

度々あった。

学級内の女子は3つ はどのなかよじグループに分かれていて、A子 は

小学校  被害児童 6年 生 (A子 )

※この時期は聞競的なグル

ープを形成しやすい。字級

経営の中で友達づ(りを重

視していく必要がある。

XB子自身にも家庭内でス

トレスがあったと思われる。

X保護者より訴えがあ,た

場合は、運路を取り合い、

ただうに行動することが大

切である。

XB子らに深刻さはなく、

遊llの感覚でも、A子には

極めて探剤ないじめである。
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他のグループには入れない雰囲気にあって、相談する友達がいなかった。

教師の目には、ただ仲間内で遊んでいるように映っていて、周りの児童

からの働きかけもなかった。

5 指導と措置

1 学年で歩調を合わせ、一斉に学級活動

学年会で、各学級からいじめの実態を出し合うとともに、いじめは

絶対にいけないのだという観点で、 数難蒐生α輸メ

“

廃脚餞で学級活動

を行った。当事者への指導だけでなく、学級、学年全体の問題として

投げかけ、 御■2のガ愕彗よuヽ 見て見ぬふりをしないよう、また、自

分がおかしいと感じたことはそのままにしないよう指導をした。

2 加害児童への指導

学級担任からの連絡を受け、生徒指導主事、学年主任、学級担任が

B子 ら関係者全員を集めて、 妻鋼意を∬比

"晏

状

A子 が、朝、嘔吐で学校を休んだという事実をいち早く知ったB子

たちは、その原因が自分たちのいじめにあるのではないかと不安にな

り、動揺が見られた。

生徒指導主事を中心に穏やかに話を聞いたところ、B子 らは素直に

自分たちがやっていたことを話した。A子 に対 してだけでなく、C子

やD子 に対してのいじめについても、その誤りを反省した。

自分たちが悪いことをしていることはわかっていたが、仲間はずれ

の対象が次々変わる中で、どの児童もが、自分がいじめの対象になら

ないかという不安を感じていた。指導を受けたことが幸いし、 「これ

で、いじめがなくなるのた。」という安堵感が関係者全員に見られた。

3 保護者との連携

A子 が欠席をしたその日に、教頭と生徒指導主事が家庭訪間をした。
楽

A子 には、学校でのB子 らの指

導の結果を話したところ安心した様子をみせ、翌日から登校した。

4 生徒指導主事と学級担任との連携の強化
来

【よ襲暖崚ょ慎ょそのため、特に学年主任との連絡を密にし、絶えず情

報交換を行うようにした。

5 全校での共通理解

いじめ、不登校などの問題について、職員会などで各学級担任が事

例を出し、全校でいじめの問題などに対する基本的な認識等について

の共通理解と指導態勢の強化を図った。

6 指導上の留意点

l A子 の父親とは、日頃から学校との連携がうまくとれていたこと、ま

保護者の理解が得られ、保護者も自分の子供に厳 しく指導したことが早

がった。学級担任は日頃から保護者との信頼関係を深めておくことが大

2 学級担任だけで問題を抱え込まないよう、児童、保護者への具体的指

告、連絡、相談活動を通 して学年、全校で援助 し合える態勢をつくって

切である。
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※該当の学1にととまらず、

全学優で一斉に指導するこ

とが大切である。

※周囲の児童への指導も大

切にしたい。

※詢害児童から事情を同〈

ときも、教育相談的立場が

必要である。

X保護者の理鷲を得られた

、とが、早期解決につなが

った。

X係同士の具体的な引き継

ぎを着実に行う必要がある。

た、B子 らの

期解決につな

切である。

導も含め、報

いくことが大



囮 学習面で遅れがあり、体力的に劣る児童への習慣化したいじめ

小学校  被害児童6年 生 (Y男 )加 害児童 4、 5、 6年 生 (B男 他数名)

1 問題行動の概要

Y男 は小学校低学年の頃から、同級生や上級生にいじめられることが

多く、そのことを理由に登校を渋ることがかなりあった。 
楽
鉾抜か0撮

模のため、学年を越えたつながりが深 く、Y男 は、他の児童から固定化

した見方をされている。学年が進むにつれて下級生からもからかわれる

ようになり、登下校の際、同じ分団の下級生男子数名から押されたり、

罵声を浴びせられたりすることもあった。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童 Y男 が小さい頃病気がちであったため、母親は、過保護、過

干渉の傾向にある。父親は、子育てを母親任せにし、夜、家

にいないことが多い。母親は、本人に何か変わったことがあ

ると、 「うちの子は何かされているのではないか。Jと いう

不安にかられ、学校への相談が多い。

加害児童 B男 は活動的で、学級の中心となって行動する。父親はしつ

けに対 して厳 しい方である。母親には思ったことを気軽に話

す。また、小さい時からY男 に対する見方が固定的になって

いる。

3 事実の把握

A教 諭は、
※
耐 期逸惚頚進認激議艦朦鋲団雑は基駐擦漂2は オ賦£k

晟鹿↓ぬ数よよ嗅丞ユJ豪 豪切簿卵ぼ製αれぉそこで、Y男 をはじめ児童

相互の見方が固定化されている実態を踏まえ、相互理解を深め合う仲間

づくりに力を入れて指導 してきた。 しか し、運動会が終わった10月、Y

男が下校途中にいじめられたことが原因で学校を休んだことを母親が電

話で連絡 してきた。

4 問題行動の状況

母親からの電話を受けて、関係する児童を呼び事情を聞いたところ、

4年 生か ら6年 生の数名の男子がY男 をからかったり、棒でつついたり

したことが分かった。加害児童は、陸上記録会の練習が放課後に続き、
X

a見 ゑれoェ 最2↓ ,A為 見(0こ ななことを話 した。

5 指導と措置

(1)B男 他数名の男子にどんな理由があってもいじめは許されないこと

を指導する。

B男 は、 「小さい頃、Y男 をいじめ、その家族の人から何度も注意

されたので、今回は、自分は直接手を出さず、他の子にやらせた。」

と答えた。A教 論は、 「直接に手を出さなくても、他の人にやらせた

ことはいじめには違いないので、許されることではない。Jと いうこ

とを厳 しく話 した。他にそばで見ていた児童や直接手を出した児童に

も同じように、いじめたことは相手の心も傷つけたことを厳 しく話す。

どの児童もA教 諭の話を聞き反省した。
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X保育園の頃から、同じ小

集団で生活してきたため、

固定的な見方が強い。

※特に1、規模故では、担任

の入れ替わりが凛しいので

児童の記録をきちんと茂し

てお〈必要がある。

X授業中だ|十でなく、休み

時間などの様子からも、児

童を常に観察することが大

切である。



また、A教 諭は、同僚の先生におとなしい子に集団でからかうこと

を見逃さず、 「からかい」は子供の心を深く傷つけることになり、絶

対に許してはならないことを共通理解 した。

(2)個別指導によってY男 に活動をやりきる自信をつけさせる。

A教 諭はY男 との心のつながりを求めて、できる限り休み時間に話

しかけるように心がけてきた。Y男 がいじめを受けたことを知り、本

人から事情を聞く。その時、この問題については加害児童をきちんと

指導することとY男 の今後の学習等のがんばりに対 して支援をするこ

とを話す。その後も算数の個別指導を続けることにより、Y男 は学習

意欲が高まり、授業では進んで手をあげるようになった。しかし、Y

男が話すときになると一瞬シーンとなり特別視する様子が見られたの

で、どの子の場合も同じ姿勢で聞くように指導 した。体育ではY男 の

活躍に対して、仲FBlが声援を送るようになった。

(3)学級の仲間意識を育てる。

仲間はずれをつくることなく、最高学年として、明るく楽 しい学校

づくりをしていくことを約束し合い、 裳級ゴKれ の=2と ゑ【含煮

…

練習の過程を通して、一人一人がばらばらの大きさの音を

出さないで心を一つにして合奏することの大切さを分からせてきた。

いじめの問題が明らかになってからは、さらに、パートごとの練習で

上手に教え合うことのできるグループの姿を取り上げ、互いに励まし

あえる温かい人間関係をつくることに力を入れた。

(4)母親の安定を願ってY男 のがんばりの様子を見る機会を工夫する。

学校でY男 ががんばっていることや仲間が変わってきたことを、電

話で繰り返 し連絡をして、母親に安心 してもらうように心がけた。さ

らに
※

の搬孟こ生披【見【いた笙tlた。̂その中で、母親がそばにいることで

本人も落ち着き、母親もY男 が実際に学校内で活動 している様子を見

て気持ちが安定してきた。そして、Y男 が学校を休もうとするときに

は、母親は、励まして学校へ送り出すようになった。
(5)PTA活 動を通 して家庭において配慮すべきことを話題にする。

懇談会の時、家庭において配慮すべきことを提言し、話題とした。

基本的なしつけをしっかり行い、それをやりきらせる。

家族団らんの時間を多くし、子供の話に耳を傾ける。
X

颯

このような話題を、家庭さらに地域社会まで広げて相互理解を図り

子供間における固定的な見方や偏見をなくすようにした。

6 指導上の留意点

(1)子供との対話を増やし、休み時間に一緒に遊ぶ中で子供の様子を見届

多忙で子供と離れがちになるときは、特に見届けに配慮をする。
(2)い じめの問題の事例研修を深め、全校態勢で取り組む。

小規模校の特色を生かした見届けをし、子供の心を理解する事例研修
(3)本 人に問題があるからといっていじめることは決 して許されないこと

本人については、がんばる姿を仲間で認め合うことができるようにし

大切にする心を育成する。
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※仲間菫誠を高めるために

は、どの予もよいものをつ

くり上げる喜びを味わえる

ようにすることが大切であ

る。

※神経過敏になっている日

燎の気持ちを和ちぐたll、

Y男の学校でがんぼる姿を

果際に見てもらうこともよ

い。

※家庭の中で、豊かな仲間

関係が育てられるよう懇談

会等で協力を球めることも

重要である。

ける。

を重ねる。

を指導する。

て、お互いを



回 軽度発達障害のある子どもへのいじめ

小学校  被害児童 6年 生 (A男)  加害児童 6年 生 (B男)

1 問題行動の概要

同学級の児童は、本児の障害については矢口らないが、担任には保護者か

ら診断名が知らされていた。

6年 生の 7月 頃、A男 は同学級のC子 に対 して、「失せろ」や 「死ね」

と何度も何度も言い続けることがあつた。c子 は怒 りのあまり興奮して

A男 に飛びかかり馬乗りになる大騒ぎが起こった。怒 りが納まらないc

子は、帰 り際、A男 に対して 「死ね !」 と書いた手紙を手渡した。

しかし、A男 によるC子 への悪日は、実は、日頃からA男 に対してい

ろいろと命令をしていたB男 がそそのかしていたことが後で分かった。

2 生育歴 ・家庭環境等

被害児童  高機能広汎性発達障害の診断が出ている.嶋 義Q泰 妓ま義

両親は、

日々、A男 の集団生活での適応の難しさを実感していた.

加害児童  運動ができ 学級の中でも、たいへん活動的な児童の一人

である。しかし、陰でいたずらをしたり人をからかったりす

るなどずる賢い面もみられる。

3 事実の把握

A男 は、C子 からもらつた 「死ね !」 と書かれた手紙を、A男 の母親

に見せた。A男 の母親は、電話でC子 の真意と出来事の経緯を尋ねる中

で、出来事の発端として、A男 とB男 との間の複雑な友人関係が影響し

ているのではないかと予想した。早速、晨規晨ょ震護К規低健れ&工鳥

まれ験にま
4 問題行動の状況

高機育ヒ広汎.性発達障害のA男 は、話好きであるものの、周囲の人々と

の気持ちのやりとりや相手の表情の読み取りが困難であるために、A男

と学級の児童との間には、日げんかや小競り合いが絶えなかった`蒙 餓

裏れよにもに労拡敵収鑽敬凛↓ヱ

“

2■ 藪強豪燿瓜おと、A男 は、学

級の中では 「浮いたJ存 在であつた。また、本人も、「僕ばかりがバカ

にされているJこ とに憤る日々が続いていた。

その中でもB男 は、A男 に対して陰でその力をちらつかせ、A男 に対

して 「C子 さんに～をしないとお前をつねるぞ`」と
か 「俺の真似をし

て、C子 さんに向かつて『バカ !死ね !』と言わないとお前を叩くぞ.J

などとA男 をつねったり脅したりしていた.今 回の出来事もそもそもB

男のA男 に対する差別意識から始まった 「脅迫的ないじめJで あり、こ

のことが発端でA男 とC子間のトラブルヘと進んでしまった。

楽通常の学薇内には、軽度

発達障害等の雲碇は児童が

鶴し0 るヽ.一人一人の

籠内つ樹神闘関係

をつぶさに1察し、通献

況を把握しておくことが重

要である,

※高機能広洸性発達障害の

BAn、学習面以上にll間関

係や対人関係のトラブルが

生じやす|、本児の特性や

備疇,llliがら轟

を進めることが求められ

る.

※熙護者からのいじめにか

'わ
る連静を受けた場合、
「重要性ありJと判断して、

次の対応を進めることは大

切である。

※学習や鱚舌場面の中で、

事餞内での児童一人一人の

オ
"わ
,具合や友達意識の

様子 変審を把握しておく

ことが必要である.
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5 指導と措置

A男 の保護者から出来事の具体的な状況把握を依頼された担任は、直

晨俊襲ム赦裏Q生友こ坦訟上、次のような項目について具体的な対応を

図つていつた。
(1)被害児童の保護者への報告と謝罪

A男 とC子 間の トラブルの背景には、B男 のA男 に対する陰での「脅

迫的ないじめ」が継続的にあったことを 担任からA男 の保護者に説

明するとともに、

(2)関係児童の保護者への説明と加害児童への指導

そもそも出来事の発端はA男 に対するB男 のいじめではあつたが、

学校側は、C子 をはじめとするlLの児童の潜在的な意識として A男

に対する差別意識があつたと判断した。そこで、頭藪藪奏妻ま懲剛兄護

水裏2幾娘こ説現するとともに、差別意識に基づくいじめょも安uL支
●

(3)学級全体への指導

A男 に対する同学級児童の差別意識を完全に払拭するために、道復

の大切さを学ばせた.

(4)全 教職員による研修の実施と全校指導体制の強化

校長のリーダーシップの下、特別ょ援炒蒔淀装涙ゑんi二 aと 担任が

中心となって、

K裳 ど とともに、ケース会議の中でA男 の実態に合つた具体的な対応

方法を検討し、保護者にもその方針と内容を伝え、意見を求めた.

(5)被 害児童への対応

担任は、A晟 にとつての 「キこ蛮這 ソンJに なることを伝え、学校

生活における様々な悩みや困つたことが起こつた時には、すぐに担任

に連絡したり相談したりしながら一緒に解決することを確認 した。

※いじめの問題は、決して

II・L一人で解決しようとせ

ず、笥全拗調として

受け止め、管鵬

助言の下、全な1員で取,

llむことが重要である.

※いじめの事実を早期
'つ撃に把握できなかつた場

合にll、いじめを受けた技

害児童とその籍者の心情

に沿つた男応をすることが

大切である.

※いしめの群は根深く、

加害者だけでなく、その彙

護者への指導や協力依頼は

た|へヽん重要である.

※いしめを助問題J と

して争級全体で取,組むこ

とが大切である.

※学校内の人的費漂を有効

臨用し全校体1で軽度

発ヨ轄に
'動
わる様々な

離を改》解消する努力

が必要である。

※予想される様々な困難や

悩みを伝える人日立置づけ

ておくことは有効である.

6 指導上の留意点

(1)児童への障害名等のカミングアウトの在り方

「広汎性発達障害」や 「軽度発達障害」などの障害名を児童に伝えることは、本人

への正しい理解の一つの方法ではあるが、障害名だけが先走りしたり本人の自尊心を

傷つけたりするなど種々の課題を解消するのに慎重な対応が必要である.保 護者の心

情や希望に十分配慮することは言うまでもない.

(2)全教職員の共通理解に基づく一貫した行動の具現化

軽度発達障害児の特別な教育的ニーズにふさわしい教育を行つていくには、「差別

意識J力
'生
まれないように、全教職員が、該当児の障害特性や心情を十分に理解した

上で 学校生活全般において一貫性のある特別な配慮を行うことが肝要である′

(3)い じめの対象となりやすい児童の心情を大切にした学級経営の充実

学習面や生活面での配慮を要する児童は、いじめの対象になりやすい傾向があるた

め、日頃から意図的にこうした児童を見守ったり、悩みごとがないか尋ねたりするな

どの継続的な働きかけが大切である.
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